
(57)【要約】

　　【課題】　回転時に発生する誘起電圧を低下させる

こと無くコギングトルクの低減化をより効果的に図るこ

とができる永久磁石形モータの固定子鉄心を提供する。

　　【解決手段】　固定子鉄心１２を構成するティース

ヘッド５ａの回転子永久磁石１３と対向する側の面形状

を、周方向の中央部５ｂが回転子の回転中心を中心とす

る円弧状で且つ両端部５ｃ，５ｄが前記円弧の両端に夫

々接する接線を成すように形成し、ティースヘッド５ａ

と回転子永久磁石１３とのエアギャップ長を、周方向の

中央Ｇ１に対する両端Ｇ２の比率が略「２」となるよう

に設定する。

　　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 個 の テ ィ ー ス を 回 転 軸 に 対 し て 放 射 状 に 配 置 し て な り 、
　 前 記 テ ィ ー ス の 先 端 部 に お け る テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面 形 状
を 前 記 永 久 磁 石 側 に 凸 と す る と 共 に 、
　 前 記 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 空 隙 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率
が １ ． ４ ～ ２ ． ４ の 範 囲 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 永 久 磁 石 形 モ ー タ
の 固 定 子 鉄 心 。
【 請 求 項 ２ 】
　 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面 形 状 を 前 記 永 久 磁 石 側 に 凸 と す る と
共 に 、
　 空 隙 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率 が １ ． ６ ～ ２ ． ２ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 。
【 請 求 項 ３ 】
　 空 隙 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率 が １ ． ８ ～ ２ ． ０ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 。
【 請 求 項 ４ 】
複 数 個 の テ ィ ー ス を 回 転 軸 に 対 し て 放 射 状 に 配 置 し て な り 、
　 前 記 テ ィ ー ス の 先 端 部 に お け る テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面 形 状
は 、 周 方 向 の 中 央 部 が 回 転 子 の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 円 弧 状 で 且 つ 両 端 部 が 前 記 円 弧 の 両
端 に 夫 々 接 す る 接 線 を 成 し 、
　 前 記 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 空 隙 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率
が １ ． ６ ～ ２ ． ６ の 範 囲 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 永 久 磁 石 形 モ ー タ
の 固 定 子 鉄 心 。
【 請 求 項 ５ 】
　 空 隙 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率 が １ ． ８ ～ ２ ． ４ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 。
【 請 求 項 ６ 】
　 空 隙 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率 が ２ ． ０ ～ ２ ． ２ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 固 定 子 鉄 心 を 備 え た 永 久 磁 石 形 モ ー タ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 個 の テ ィ ー ス を 回 転 軸 に 対 し て 放 射 状 に 配 置 し て 回 転 時 に 発 生 す る 誘 起
電 圧 を 低 下 さ せ る こ と 無 く コ ギ ン グ ト ル ク の 低 減 化 を 図 る よ う に し た 永 久 磁 石 形 モ ー タ の
固 定 子 鉄 心 及 び 永 久 磁 石 形 モ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 に つ い て 、 回 転 時 に 発 生 す る 誘 起 電 圧 を 低 下 さ せ る こ と
無 く コ ギ ン グ ト ル ク の 低 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と し た 従 来 技 術 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １
に 開 示 さ れ て い る も の が あ る 。
　 こ の 技 術 は 、 外 転 型 の モ ー タ に お い て 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側
の 面 の 形 状 を 、 周 方 向 の 中 央 部 に つ い て は 回 転 子 の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 円 弧 状 に 形 成 し
、 そ の 周 方 向 中 央 部 か ら 周 方 向 の 両 端 部 に 向 か う に 従 っ て 滑 ら か に 回 転 子 永 久 磁 石 か ら 遠
ざ か る 形 状 と し た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 平 ９ － ３ ４ ４ ６ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 面 形 状 を 上 記 の よ う に 形 成 す る 場 合 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 両
端 部 が 回 転 子 永 久 磁 石 に 近 付 く よ う に 、 即 ち 両 者 間 の 空 隙 が 小 さ く な る よ う に す れ ば 、 回
転 子 に 対 し て 作 用 す る 有 効 磁 束 量 は 多 く な り 発 生 す る 誘 起 電 圧 は 大 き く な る が 、 そ の 一 方
で コ ギ ン グ ト ル ク 及 び ト ル ク リ ッ プ ル も 大 き く な る 。 ま た 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 両 端 部 が 回
転 子 永 久 磁 石 か ら 遠 ざ か る よ う に 、 即 ち 両 者 間 の 空 隙 が 大 き く な る よ う に す れ ば 、 コ ギ ン
グ ト ル ク 及 び ト ル ク リ ッ プ ル は 小 さ く な る が 有 効 磁 束 量 も 小 さ く な る た め 、 発 生 す る 誘 起
電 圧 も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 即 ち 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 両 端 部 と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 空 隙 長 を ど の よ う に 設 定 す る か に
つ い て は 、 誘 起 電 圧 レ ベ ル の 確 保 と コ ギ ン グ ト ル ク 及 び ト ル ク リ ッ プ ル の 抑 制 と の 間 に ト
レ ー ド オ フ と な る 関 係 が あ る 。 従 っ て 、 前 記 空 隙 長 に つ い て は 、 両 者 の 関 係 が 最 適 と な る
よ う に 設 定 す べ き で あ る が 、 特 許 文 献 １ に は そ の 開 示 が 無 い 。
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 回 転 時 に 発 生 す る 誘 起 電
圧 を 低 下 さ せ る こ と 無 く コ ギ ン グ ト ル ク の 低 減 化 を よ り 効 果 的 に 図 る こ と が で き る 永 久 磁
石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 及 び 永 久 磁 石 形 モ ー タ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 は 、 複 数 個 の テ ィ ー ス を 回 転 軸 に 対 し て
放 射 状 に 配 置 し 、
　 前 記 テ ィ ー ス の 先 端 部 に お け る テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面 形 状
を 前 記 永 久 磁 石 側 に 凸 と す る と 共 に 、
　 前 記 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 空 隙 長 を 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率
が １ ． ４ ～ ２ ． ４ の 範 囲 と な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 即 ち 、 本 発 明 の 発 明 者 等 は 、 前 記 空 隙 長 の 比 率 を 変 化 さ せ た 場 合 に 、 誘 起 電 圧 と コ ギ ン
グ ト ル ク と の 発 生 状 態 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た 。 そ の 結 果 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の
比 率 を １ ． ４ ～ ２ ． ４ の 範 囲 に 設 定 す る と 、 両 者 の バ ラ ン ス が 程 良 い 状 態 に な る こ と を 明
ら か に し た 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面
形 状 を 前 記 永 久 磁 石 側 に 凸 と す る と 共 に 、 空 隙 長 の 比 率 を １ ． ６ ～ ２ ． ２ の 範 囲 に 設 定 し
、 更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 空 隙 長 の 比 率 を １ ． ８ ～ ２ ． ０ の 範 囲 に 設 定 す れ ば
、 誘 起 電 圧 と コ ギ ン グ ト ル ク と の 発 生 バ ラ ン ス が よ り 最 適 と な る こ と が 判 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 は 、 複 数 個 の テ ィ ー ス を 回 転 軸 に 対 し て
放 射 状 に 配 置 し て な り 、
　 前 記 テ ィ ー ス の 先 端 部 に お け る テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面 形 状
は 、 周 方 向 の 中 央 部 が 回 転 子 の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 円 弧 状 で 且 つ 両 端 部 が 前 記 円 弧 の 両
端 に 夫 々 接 す る 接 線 を 成 す よ う に 形 成 す る と 共 に 、
　 前 記 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 空 隙 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に 対 す る 両 端 の 比 率
が １ ． ６ ～ ２ ． ６ の 範 囲 と な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 面 形 状 に お い て 、 円 弧 状 を な す 中 央 部 に 連 な る 両 端 部 を 、 前 記
円 弧 の 両 端 に 夫 々 接 す る 接 線 を 成 す よ う に 形 成 す る と 、 中 央 部 か ら 両 端 部 に か け て の 空 隙
長 の 変 化 が よ り 緩 や か に な る の で 、 空 隙 長 を 調 整 す る の に よ り 有 利 と な る 。
　 そ し て 、 こ の 場 合 も 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た よ う に 、 空 隙 長 の 比 率 を １ ． ８ ～ ２ ． ４ の 範
囲 に 設 定 し 、 更 に 、 請 求 項 ６ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 空 隙 長 の 比 率 を ２ ． ０ ～ ２ ． ２ の 範
囲 に 設 定 す れ ば 、 誘 起 電 圧 と コ ギ ン グ ト ル ク と の 発 生 バ ラ ン ス が よ り 最 適 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 に よ れ ば 、 複 数 個 の テ ィ ー ス を 回 転 軸 に
対 し て 放 射 状 に 配 置 し 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面 形 状 を 永 久 磁
石 側 に 凸 と す る と 共 に 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 空 隙 長 を 、 周 方 向 の 中 央 に
対 す る 両 端 の 比 率 が １ ． ４ ～ ２ ． ４ の 範 囲 と な る よ う に 設 定 し た 。 従 っ て 、 前 記 固 定 子 鉄
心 を 備 え て 構 成 さ れ る モ ー タ が 回 転 す る 場 合 に お け る 誘 起 電 圧 と コ ギ ン グ ト ル ク と の 発 生
状 態 の バ ラ ン ス を 最 適 化 す る こ と が で き 、 モ ー タ の 効 率 低 下 を 極 力 防 止 し た 上 で 、 振 動 や
騒 音 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 固 定 子 鉄 心 に よ れ ば 、 複 数 個 の テ ィ ー ス を 回 転 軸 に
対 し て 放 射 状 に 配 置 し 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド の 回 転 子 永 久 磁 石 と 対 向 す る 側 の 面 形 状 を 、 周 方
向 の 中 央 部 が 回 転 子 の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 円 弧 状 で 且 つ 両 端 部 が 円 弧 の 両 端 に 夫 々 接 す
る 接 線 を 成 す よ う に 形 成 し 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 空 隙 長 を 、 周 方 向 の 中
央 に 対 す る 両 端 の 比 率 が １ ． ６ ～ ２ ． ６ の 範 囲 と な る よ う に 設 定 し た 。 従 っ て 、 請 求 項 １
と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る と 共 に 、 中 央 部 か ら 両 端 部 に か け て の 空 隙 長 の 変 化 が よ り 緩 や か
に な り 、 空 隙 長 の 調 整 を よ り 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 第 １ 実 施 例 ）
　 以 下 、 本 発 明 を 外 転 形 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ に 適 用 し た 場 合 の 第 １ 実 施 例 に つ い て 図 １ 乃
至 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ４ に は 、 外 転 形 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ １ の 縦 断 面 図 が
示 さ れ て い る 。 こ の 図 ４ に お い て 、 固 定 子 鉄 心 ２ は 、 ケ イ 素 鋼 板 を 打 ち 抜 い た リ ン グ 状 の
も の を 多 数 枚 積 層 し て 構 成 さ れ た も の で 、 こ れ の 中 央 部 に は 軸 受 ３ を 装 着 す る た め の 円 形
の 孔 ４ が 形 成 さ れ 、 外 周 部 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 場 合 １ ２ 個 の テ ィ ー ス ５ が 周 方
向 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 テ ィ ー ス ５ に は 、 そ れ ぞ れ 電 機 子 巻 線 ７ が 巻 装 さ れ て お り 、 テ ィ ー ス ５ の 先 端 部 に お け
る テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ は 、 電 機 子 巻 線 ７ か ら 径 方 向 外 側 へ 突 出 し て い る 。 そ し て 、 固 定 子
鉄 心 ２ と 各 電 機 子 巻 線 ７ に よ り 、 固 定 子 ８ が 構 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に 対 し て 、 回 転 子 １ ０ は 、 上 記 軸 受 ３ に 回 転 自 在 に 支 承 さ れ た 回 転 軸 １ １ と 、 こ の
回 転 軸 １ １ の 上 端 部 に 固 着 さ れ た 回 転 子 ヨ ー ク １ ２ と 、 こ の 回 転 子 ヨ ー ク １ ２ の 筒 部 １ ２
ａ の 内 周 面 に 設 け ら れ た 円 筒 状 を な す 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ と か ら 構 成 さ れ て い て 、 こ の 回
転 子 永 久 磁 石 １ ３ が 、 固 定 子 鉄 心 ２ に お け る テ ィ ー ス ５ の テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ に 対 し て エ
ア ギ ャ ッ プ （ 空 隙 ） を 介 し て 径 方 向 か ら 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 図 １ （ ａ ） 又 は 図 ２ に 示 す よ う に 、 テ ィ ー ス ５ の テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ に お け る
回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ と 対 向 す る 側 の 面 の 形 状 は 、 中 央 部 と な る ５ ｂ が 、 回 転 子 １ ０ の 回 転
中 心 Ｏ １ を 中 心 と す る 半 径 が ｒ １ の 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５
ａ の 中 央 部 ５ ｂ と 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ と の 間 の エ ア ギ ャ ッ プ 長 Ｇ １ は 、 周 方 向 に お い て 同
じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 中 央 部 ５ ｂ の 両 側 に 連 な る 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ に お け る 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ 側 の 面
の 形 状 は 、 中 央 部 ５ ｂ を 成 す 円 弧 の 端 点 に 対 し て 接 線 を な す よ う に 形 成 し て い る 。 尚 、 こ
れ ら は 面 形 状 を ２ 次 元 的 に 表 現 し た も の で あ る が 、 ３ 次 元 的 に 表 現 す れ ば 、 中 央 部 ５ ｂ の
面 形 状 は 円 筒 面 を な し て い る の で 、 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ の 面 形 状 は 、 そ の 円 筒 面 端 に 対 し て 軸
方 向 に 直 線 で 接 す る 接 平 面 を 成 し て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 端 部 ５ ｃ ， 中 央 部 ５ ｂ ， 端 部 ５ ｄ の 周 方 向 配 置 比 率 は 略 １ :
２ :１ と な る よ う に 形 成 し て い る 。 こ の 場 合 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ に お け る 回 転 子 永 久 磁
石 １ ３ と 対 向 す る 側 の 面 形 状 は 、 中 央 部 ５ ｂ か ら 両 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ に 夫 々 向 か う に 従 っ て
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滑 ら か に 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ か ら 遠 ざ か る 形 状 と な っ て お り 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ と 回 転
子 永 久 磁 石 １ ３ と の 間 の エ ア ギ ャ ッ プ 長 は 、 両 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ の 夫 々 の 端 に 向 か う に 従 っ
て 次 第 に 大 き く な る 。 そ し て 、 端 部 ５ ｃ の 左 端 と 端 部 ５ ｄ の 右 端 で は 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３
に 対 す る エ ア ギ ャ ッ プ 長 Ｇ ２ が 最 大 と な る が 、 エ ア ギ ャ ッ プ 長 Ｇ １ ， Ｇ ２ の 比 は １ ： ２ と
な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ （ ｂ ） に は 、 横 軸 に エ ア ギ ャ ッ プ 長 の 比 Ｇ ２ ／ Ｇ １ を と り 、 縦 軸 に 永 久 磁 石 モ ー タ
１ の 回 転 時 に 発 生 す る 誘 起 電 圧 と コ ギ ン グ ト ル ク と の 比 を 取 っ て 示 す も の で あ る 。 即 ち 、
前 述 し た よ う に 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ の 両 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ が 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ に 近 付 け
ば 発 生 す る 誘 起 電 圧 は 大 き く な る が 、 そ の 一 方 で コ ギ ン グ ト ル ク ， ト ル ク リ ッ プ ル も 大 き
く な り 、 両 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ が 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ か ら 遠 ざ か れ ば 、 コ ギ ン グ ト ル ク ， ト ル
ク リ ッ プ ル は 小 さ く な る が 発 生 す る 誘 起 電 圧 も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て 、 コ ギ ン グ ト ル ク を 極 力 小 さ く 、 誘 起 電 圧 を 極 力 大 き く す る た め の 指 標 と し て 比
（ 誘 起 電 圧 ） ／ （ コ ギ ン グ ト ル ク ） を 用 い 、 エ ア ギ ャ ッ プ 長 の 比 Ｇ ２ ／ Ｇ １ を 変 化 さ せ た
場 合 に 、 （ 誘 起 電 圧 ） ／ （ コ ギ ン グ ト ル ク ） の 変 化 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ っ て 求 め た 。
そ の 結 果 、 比 Ｇ ２ ／ Ｇ １ が 略 「 ２ 」 と な る 場 合 に 、
（ 誘 起 電 圧 ） ／ （ コ ギ ン グ ト ル ク ） は 略 最 大 を 示 す こ と が 判 っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 例 に よ れ ば 、 固 定 子 鉄 心 ２ を 構 成 す る テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ の 回 転 子
永 久 磁 石 １ ３ と 対 向 す る 側 の 面 形 状 を 、 周 方 向 の 中 央 部 ５ ｂ が 回 転 子 の 回 転 中 心 を 中 心 と
す る 円 弧 状 で 且 つ 両 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ が 前 記 円 弧 の 両 端 に 夫 々 接 す る 接 線 を 成 す よ う に 形 成
し 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ と 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ と の エ ア ギ ャ ッ プ 長 を 、 周 方 向 の 中 央 Ｇ １
に 対 す る 両 端 Ｇ ２ の 比 率 が 略 「 ２ 」 と な る よ う に 設 定 し た 。 従 っ て 、 永 久 磁 石 モ ー タ １ の
回 転 時 に 発 生 す る 誘 起 電 圧 を 極 力 大 き く す る と 共 に 、 コ ギ ン グ ト ル ク ， ト ル ク リ ッ プ ル を
極 力 小 さ く す る よ う に 両 者 を バ ラ ン ス さ せ る こ と が で き 、 モ ー タ の 効 率 低 下 を 極 力 防 止 し
た 上 で 、 振 動 や 騒 音 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ の 両 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ を 、 中 央 部 ５ ｂ に 連 な る 接 平 面 を 成 す
よ う に 形 成 す る こ と で 、 中 央 部 ５ ｂ か ら 両 端 部 ５ ｃ ， ５ ｄ に か け て の 空 隙 長 の 変 化 が よ り
緩 や か に な り 、 空 隙 長 を 調 整 す る の に よ り 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 第 ２ 実 施 例 ）
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 第 １ 実 施 例 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付
し て 説 明 を 省 略 し 、 以 下 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 例 で は 、 テ ィ ー ス １
５ の テ ィ ー ス ヘ ッ ド １ ５ ａ の 形 状 が 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド ５ ａ と は 若 干 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド １ ５ ａ が 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ と 対 向 す
る 側 の 面 の 形 状 は 全 て 円 弧 、 ３ 次 元 的 に 表 現 す れ ば 、 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ 側 に 凸 と な る 円
筒 面 を な し て い る 。 こ の 場 合 も 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド １ ５ ａ の 面 形 状 は 、
中 央 か ら 両 端 に 夫 々 向 か う に 従 っ て 滑 ら か に 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ か ら 遠 ざ か る 形 状 と な っ
て お り 、 エ ア ギ ャ ッ プ 長 は 、 両 端 に 向 か う に 従 っ て 次 第 に 大 き く な る 。 そ し て 、 両 端 に お
け る エ ア ギ ャ ッ プ 長 Ｇ ２ ’ は 最 大 と な る が 、 中 央 に お け る エ ア ギ ャ ッ プ 長 Ｇ １ ’ と の 比 は
１ ０ ： １ ９ と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ （ ｂ ） は 、 図 １ （ ｂ ） 相 当 図 で あ る 。 こ の 場 合 も 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 そ の 結 果
、 比 Ｇ ２ ’ ／ Ｇ １ ’ が 略 １ ０ ： １ ９ に な る と 、 （ 誘 起 電 圧 ） ／ （ コ ギ ン グ ト ル ク ） は 略 最
大 を 示 す こ と が 判 っ た 。
　 以 上 の よ う に 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド １ ５ ａ が 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ と 対 向
す る 側 の 面 形 状 を 回 転 子 永 久 磁 石 １ ３ 側 に 凸 と な る 円 筒 面 と し て 、 中 央 に お け る エ ア ギ ャ
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ッ プ 長 Ｇ １ ’ と 両 端 に お け る エ ア ギ ャ ッ プ 長 Ｇ ２ ’ と の 比 が １ ０ ： １ ９ と な る よ う に 設 定
し た 。 従 っ て 、 第 １ 実 施 例 と 略 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 第 ３ 実 施 例 ）
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。 第 ３ 実 施 例 で は 、 本 発 明 を 内 転 形 の 永
久 磁 石 形 モ ー タ ２ ０ に 適 用 し た も の で あ る 。 固 定 子 に お け る 固 定 子 鉄 心 １ ６ に は 、 内 周 部
側 に ８ 個 の テ ィ ー ス １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 固 定 子 鉄 心 １ ６ の 中 心 部 に 、 回 転 子 永 久
磁 石 １ ８ を 備 え た 回 転 子 １ ９ が 回 転 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 テ ィ ー ス １ ７ の テ ィ
ー ス ヘ ッ ド １ ７ ａ に お け る 回 転 子 永 久 磁 石 １ ８ と 対 向 す る 側 の 面 の 形 状 は 、 そ れ ぞ れ 固 定
子 鉄 心 １ ６ の 外 周 方 向 に ず れ た 位 置 を 中 心 と す る 円 弧 状 （ 円 筒 面 ） に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 テ ィ ー ス １ ７ の テ ィ ー ス ヘ ッ ド １ ７ ａ に お け る 回 転 子 永 久 磁 石 １ ８ と 対 向 す る
側 の 面 の 形 状 は 、 周 方 向 の 中 央 か ら 両 端 に 向 か う に 従 っ て 滑 ら か に 回 転 子 永 久 磁 石 １ ８ か
ら 遠 ざ か る 形 状 と な っ て お り 、 テ ィ ー ス １ ７ の テ ィ ー ス ヘ ッ ド １ ７ ａ と 回 転 子 永 久 磁 石 １
８ と の 間 の エ ア ギ ャ ッ プ 長 は 、 周 方 向 の 中 央 に お け る ギ ャ ッ プ 長 を Ｇ ３ と し 、 両 端 に お け
る ギ ャ ッ プ 長 を Ｇ ４ と す る と 、
Ｇ ４ ／ Ｇ ３ ＝ ２ と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 第 ３ 実 施 例 に よ れ ば 、 本 発 明 を 内 転 形 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ に 適
用 し た 場 合 も 、 第 ２ 施 例 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
　 本 発 明 は 上 記 し 且 つ 図 面 に 記 載 し た 実 施 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 の よ う
な 変 形 ま た は 拡 張 が 可 能 で あ る 。
　 第 １ 実 施 例 に お い て 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の エ ア ギ ャ ッ プ 長 比 Ｇ ２ ／ Ｇ
１ は 「 ２ 」 と す る も の に 限 ら な い 。 例 え ば 、 エ ア ギ ャ ッ プ 長 比 を ２ ． ０ ～ ２ ． ２ の 範 囲 や
、 １ ． ８ ～ ２ ． ４ の 範 囲 、 或 い は １ ． ６ ～ ２ ． ６ の 範 囲 に 設 定 し た 場 合 で も 、 有 利 な 効 果
を 得 る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 ２ 実 施 例 に お い て 、 テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の エ ア ギ ャ ッ プ 長 比 Ｇ
２ ／ Ｇ １ は １ ０ ： １ ９ と す る も の に 限 ら な い 。 例 え ば 、 エ ア ギ ャ ッ プ 長 比 を １ ． ８ ～ ２ ．
０ の 範 囲 や 、 １ ． ６ ～ ２ ． ２ の 範 囲 、 或 い は １ ． ４ ～ ２ ． ４ の 範 囲 に 設 定 し た 場 合 で も 、
有 利 な 効 果 を 得 る こ と は 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 外 転 形 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ に 適 用 し た 場 合 の 第 １ 実 施 例 で あ り 、 （ ａ ）
は テ ィ ー ス ヘ ッ ド と 回 転 子 永 久 磁 石 と の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図 、 （ ｂ ） は 、 エ ア ギ ャ ッ プ
長 比 Ｇ ２ ／ Ｇ １ と 、 永 久 磁 石 モ ー タ の 回 転 時 に 発 生 す る 誘 起 電 圧 と コ ギ ン グ ト ル ク と の 比
を 取 っ て 示 す 図
【 図 ２ 】 テ ィ ー ス ヘ ッ ド 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図
【 図 ３ 】 固 定 子 鉄 心 の 平 面 図
【 図 ４ 】 永 久 磁 石 形 モ ー タ の 縦 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 図 １ 相 当 図
【 図 ６ 】 本 発 明 を 外 転 形 の 永 久 磁 石 形 モ ー タ に 適 用 し た 場 合 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 図 ３ 相 当
図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 面 中 、 １ は 永 久 磁 石 モ ー タ 、 ２ は 固 定 子 鉄 心 、 ５ は テ ィ ー ス 、 ５ ａ は テ ィ ー ス ヘ ッ ド
、 ５ ｂ は 中 央 部 、 ５ ｃ ， ５ ｄ は 端 部 、 １ ３ は 回 転 子 永 久 磁 石 、 １ ５ は テ ィ ー ス 、 １ ５ ａ は
テ ィ ー ス ヘ ッ ド 、 １ ６ は 固 定 子 鉄 心 、 １ ７ は テ ィ ー ス 、 １ ７ ａ は テ ィ ー ス ヘ ッ ド 、 １ ８ は
回 転 子 永 久 磁 石 、 ２ ０ は 永 久 磁 石 モ ー タ を 示 す 。
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【 図 ３ 】
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